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(■)|1飼養頭数の1推移
○ 総飼養頭数は、減少傾向で推移。
O 農用馬 (重種馬)・ 競走用馬 (軽種馬)・ 4ヽ格馬の飼養頭数は、減少傾向で推移。
○ 乗用馬の飼養頭数は、増加傾向で推移。
O 在来馬 口肥育馬の飼養頭数は、近年、ほぼ横ばいで推移。
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資料 :競走用馬 (軽種馬):「軽種馬統計」 ((公財)シ・ゃヽ・ン・スタット・ブック・インターナショナル
農用馬 (重種馬)・ 乗用馬の一部・小格馬・在来馬 |(公社)日 本馬事協会調べ、

千頭       飼養頭数の推移

(公社)日 本軽種馬協会、
乗用馬・肥育馬 :(公社)中央畜産会調べ

飼養頭数構成比(平成22年 )
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○ 飼養頭数は、競馬の売上げ不振 口地方競馬の廃止等に伴い、減少傾向で推移 し、平成
24年では約42,000頭 (平成20年比で約3,000頭減少)。

○ 内国産は、ほぼ全頭を北海道で生産 〔うち80%は 日高地方で生産〕。
○ 輸入頭数は、減少傾向にあるが、繁殖用 (妊娠馬を含む)はほぼ横ばいで推移。主な
輸入国は米国。
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2④は、前年の生産頭数(当歳馬)に095を乗じた推定頭数
3⑤は、日本中央競馬会調べで、各年の翌年の1月 1日現在の在籍馬頭数
4⑥は、地方競馬全国協会「登録馬及び登録馬に関する統計資料」で、各年末の馬登録頭数
5輸入頭数は、(繁殖用)畜産振興課調べ、〈競走用・妊娠馬)(公財)シ
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競走用属(軽種属)の

地城別生産頭数割合(平成24年 )

10 卜__
サラブレッド種

体高平均160～ 162cm
18世紀に競走用としてイギリス

で品種改良された軽種馬。乗
馬目的にも使用される。
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